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日本とカンボジアはこれまで 65年にわたり友好親善の交流を積みあげてきた。

上智大学は 1980年代から現地に入り、文化復興と平和構築を支援するため「アンコール・ワッ

トはカンボジア人の手で保存修復」を提唱し、1991年には保存官の人材養成を開始した。1993年、

カンボジア王国政府からアンコール・ワット西参道の修復要請を受け、以来遺跡の保存修復を行う

カンボジア人保存官の養成を実施している。その間 1996年には、現地に「上智大学アジア人材養

成研究センター」を建設し、研究員の常駐により人材養成を継続してきた。

西参道の修復事業は、建築遺産を含めた文化財の修復および保存分野の国際協力事業に対する支

援を目的とした国際交流基金の趣旨にも合うことから、上智大学は 2015年から支援を受けてきた。

今回の国際シンポジウムは、上智大学と国際交流基金が主催し、上智大学がこれまで行ってきた

アンコール・ワット西参道修復技術交流研修委員会（カンボジア委員と日本委員）を日本において

実施するものである。

シンポジウムには、カンボジアから文化遺産保存・修復の最高責任者プーン・サコナ閣下（文化

芸術大臣）がカンボジア人技術交流委員会委員（保存官５名）を同道し来日、カンボジア人保存官

からは活動報告がなされた。

○日　　時： 2019年２月 22日（金）13時～ 17時 25分

○場　　所：	 上智大学国際会議場（２号館 17階）

○共　　催：	  上智大学アジア人材養成研究センター 

独立行政法人国際交流基金（アジアセンター）

○プログラム

　開会挨拶   佐久間 勤（上智学院理事長／イエズス会高等教育担当理事） 

国際シンポジウム

「よみがえれアンコール・ワット、 
修復はカンボジア人の手で」

― by the Cambodians, for the Cambodians 30年 ―

International Symposium
Reviving Angkor Wat : The 30 years of Restoration by the Cambodians, for the Cambodians

សន្និសិទអន្តរជាតិ 

ការរស់េឡើងវិញៃន្របាសាទអង្គរវត្ត ៖  

ការជួសជុល្របាសាទែខ្មរ េដាយៃដែខ្មរ ក្នDងរយៈេពល៣០ឆាJKំ 
 
 
 

ពិធីេបើកការដាPKនជួសជុលសាQKនហាលអង្គរវត្ត 

េនៅដំណាក់កាលទី២ 
 
 
 

សន្និសិទអន្តរជាតិៃនការរVឭកខួបេលើកទី២០ 
របស់មជKYមណ[លអាសុ ីសិកK]្រសាវ្រជាវ 

និងបណ^_ះបណាaKលធនធានមនុសKcៃនសាកលវិទKdសូហ្វD ីយាiK 
 
 
 

បទបងាkKញជាសាធារណៈេនៅសាកលវិទKdល័យសូហ្វD ីយាiK ៖ 
បេច្ចកេទសបុរាណៃនអ្នកជំនាញកាត់ថ្មែខ្មរ 

 
 
 

កម្មវិធីហ្វឹកហ្វឺននិសKcិត 
ៃនសាកលវិទKdល័យភូមិន្ទវិចិ្រតសិលKvៈ 
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櫻井友行（独立行政法人国際交流基金理事）

　基調講演

 「カンボジアの文化遺産を守る保存官たち」 

  プーン・サコナ閣下（カンボジア王国政府文化芸術大臣）

　報　　告

 「アプサラ機構の役割とその活動」 

  ハン・ペウ閣下（アプサラ機構総裁）

 「アンコール・ワット西参道の現場から～遺跡局長として～」

  リー・ヴァンナ（アプサラ機構遺跡局長）

 「技術アドヴァイザーの立場から」 

  平山善吉（アンコール・ワット西参道修復技術交流研修委員会委員長）

 「アンコール・ワットの保存官としての取り組み」 

  マオ・ソックニー（アプサラ機構保存官）

 「1996年からのアンコール・ワット西参道修復工事」 

  三輪　悟（アジア人材養成研究センター特任助教）

　パネルディスカッション

 「西参道において検証された伝統技法」

 　 リー・ヴァンナ（アプサラ機構遺跡局長） 

  アン・ソピアプ（アプサラ機構保存官） 

  平山善吉（アンコール・ワット西参道修復技術交流研修委員会委員長） 

  三輪　悟（アジア人材養成研究センター特任助教）

 司会：石澤良昭（アジア人材養成研究センター所長）

　閉会挨拶  ウン・ラチャナ閣下（駐日カンボジア大使） 

櫻井友行（独立行政法人国際交流基金理事）

カンボジア語通訳：ラオ・キム・リァン（アジア人材養成研究センター研究員）

　　　　　　　　　　ニム・ソテイーヴン（アジア人材養成研究センター研究員）

出席者：カンボジア・日本の技術交流委員、国際交流基金、上智大学



17

開会挨拶
上智学院理事長、イエズス会高等教育担当理事

佐久間 勤

国際交流基金アジアセンターと上智

大学アジア人材養成研究センターが共

催して、国際シンポジウム「よみがえ

れアンコール・ワット、修復はカンボ

ジア人の手で」を開催するにあたり、

上智大学を代表して心からの感謝を申

しあげます。

カンボジア王国からご来学いただき

ました、カンボジア王国政府文化芸術

大臣のプーン・サコナ閣下、国務長

官・文化遺産総局長のプラック・ソン

ナラー閣下、世界遺産サンボー・プレイクック機構総裁のパン・ナディー閣下、アプサラ機構総裁

のハン・ペウ閣下、在日カンボジア王国大使のウン・ラチャナ閣下、そしてアプサラ機構の遺跡保

存官一行の皆さまには、厚く御礼を申しあげます。

上智大学は 2013年に創立 100周年を迎え、教育の精神として「他者のために、他者とともに生

きる人（Men and Women for Others, with Others）」の育成を掲げております。この精神をカンボ

ジア王国で約 25年にわたり実践し、活動してきた本学の海外拠点が、上智大学アジア人材養成研

究センター（所長：石澤良昭教授）であります。

上智大学とカンボジアの具体的な関わりは、ヨゼフ・ピタウ元上智大学長が、1979年、「インド

シナ難民に愛の手を」と、難民をたすけるため、新宿駅で大学教職員とともに募金活動を開始し、

大学生らと難民キャンプを訪れ奉仕活動を行ったことからはじまりました。

他方、石澤良昭先生は、1960年に上智大学の学生研修でアンコール・ワット遺跡と初めて出合

いました。以来、数多くのカンボジア人若手保存官と友好を深められたのですが、残念ながら内戦

のため保存官たちが行方不明となりました。石澤先生は、カンボジア内戦中にフン・セン首相が発

信した「S.O.S.アンコール・ワット」の呼び掛けに直ぐさま呼応し、1980年代、戦塵煙るカンボ

ジア国内において保存活動を再開したのです。1991年からは日本人の先生方とともに、カンボジ

ア人遺跡保存官と石材加工のできる石工の人材養成を開始しました。現地に寄り添い、修復工事と

人材養成の拠点となる活動拠点が必要と考えた石澤先生は、東奔西走の募金活動を開始いたしまし

た。その努力は 1996年ついに現地シェムリアップ市内に現在の上智大学アジア人材養成研究セン

ター設立として結実いたしました。同センターは、上智大学初の海外拠点であり、その大きな具体

的成果の一つとして、2007年にはアンコール・ワット西参道修復工事第１工区 100ｍをカンボジ

佐久間勤上智学院理事長による開会挨拶
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ア王国政府と協力して完成させました。この工事を現場研修として手伝ったのがカンボジア人の保

存官候補と石工たちでした。現在行われている西参道修復工事は、手付かずのままであった残りの

100ｍ（第２、第３工区）であり、2020年に完成を目指しております。こうした約 25年にわたる

カンボジアの文化遺産の保存修復と人材養成が高く評価され、2017年８月には石澤教授の「ラモ

ン・マグサイサイ賞」受賞として世界的に顕彰され、上智大学としても大変光栄でございました。

現在、この西参道修復工事は、この度のシンポジウムのため来日いただきました国立アプサラ機

構の担当者５名の方々が現場を担当し、上智大学アンコール遺跡国際調査団の技術陣がアドバイス

をいたしております。また、ユネスコの推薦する専門家（アドホック委員）からも助言を受けてお

ります。今回の国際シンポジウムでは、それらを踏まえた文化遺産の保存修復、人材養成、伝統技

術と現代技術などさまざまな考察がなされると聞いております。活発な意見交換を通じて、日本と

カンボジアの共同作業の成果がアジア諸国への文化貢献につながりますように期待いたします。

最後になりますが、本シンポジウムの開催にあたり格別のご支援を賜りました、国際交流基金安

藤裕康理事長、同基金アジアセンターの皆さま、そしてご協賛いただきました、ANAグループ様、

サタパナ銀行カンボジア様はじめ、産業界各社の皆さまのご理解とご支援に厚く御礼を申しあげま

す。

開会挨拶
独立行政法人国際交流基金理事

櫻井友行

国際シンポジウム「よみがえれアンコール・ワット、修復はカンボジア人の手で」が、日本国内

のみならず海外からも参加を得て、盛大に開催されますことを大変うれしく思います。

カンボジア王国文化芸術大臣のプーン・サコナ閣下はじめカンボジアから来日された関係者の皆

さまに対しまして心から歓迎の意を表したいと思います。また、上智大学はアンコール・ワット修

復とその人材育成分野で長年渡り多大なご尽力、ご功績をあげられてきた大学であり、このシンポ

ジウムを開催するのにまさにふさわしい場所

といえるでしょう。

国際交流基金も、世界的に価値のある建築

遺産を含めた文化財の修復および保存分野に

おける国際協力事業に対し、積極的に支援を

行って参りました。とくに、日本の経済力の

高まりとともに、国際社会の中での日本へ

の期待も大きくなり国際貢献が求められた

1980年代後半からは継続的に協力実施して

きております。カンボジアにおいても 1980国際交流基金　櫻井友行理事挨拶
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年代末より、日本は和平、復興、内政安定、国造りに協力し、国際交流基金も事業を行って参りま

した。当時、文化の分野でも国際文化協力の重要性が高まり、同じ時期に日本はユネスコ文化遺産

保存日本信託基金を創設し、アンコール遺跡の修復・保存事業を皮切りに、世界各国のさまざまな

遺跡等の調査、修復、人材育成など文化協力への取り組みを本格化しました。

上智大学は、1990年代初頭にバンテアイ・クデイ遺跡の考古学発掘からアンコールでの実質的

な事業を開始され、1993年よりアンコール・ワット西参道の修復事業を開始し、1996年には上智

大学アジア人材養成研究センターを設立、その間にも多くのカンボジア人研究者や修復に従事する

技術者の養成を継続的に実施されてきました。

一方、国際交流基金におきましても、専門家の派遣や各国の文化遺産関係者の招へいといった人

物交流事業を行うようになり、1995年に設立された国際交流基金アジアセンターでは、アジア諸

国における文化基盤整備への協力を活動の柱の一つと設定し、アンコール・ワット修復・保存事業

につきましても、同センターを中心に支援を行いました。

その後 2004年に、同アジアセンターは発展的に改組されましたが、2014年にアジア諸国との交

流をさらに深めるために新たなアジアセンターが発足となり、東京オリンピック・パラリンピック

が開催される 2020年までの期限付きで、芸術・文化の双方向の交流と日本語学習支援といった事

業を展開してきております。

文化遺産の保護と現代における活性化については、アジアにおける重要な課題と認識しておりま

す。有形の文化遺産のみならず、各国の伝統的な音楽、舞踊、演劇、工芸技術といった無形文化遺

産は、各国、各民族のアイデンティティの拠り所として最重要視されるべきものであり、国際的な

相互理解の促進に欠かせない要素であると考えます。アジアセンターは、文化遺産を守るためのオー

ルジャパンの取り組みを推進する「文化遺産国際協力コンソーシアム」の一員として関係機関や専

門家の方々と連携を深めながら事業を展開しているほか、人物交流事業や助成事業をとおして人材

育成に取り組んでおります。

近年、宗教間、民族間の対立の深刻化や、自然災害などの原因により、貴重な有形、無形の文化

遺産が消失の危機にさらされている例が少なくありません。他者の歴史や文化に対する理解と、寛

容性を持ち、文化遺産を、人類共通の貴重な遺産として国際的に手を携えて次世代に伝えていくこ

とが、安定した国際社会の基礎形成につながるものと、私たちは信じております。

本日のシンポジウムでは、アンコール修復事業のこれまでとこれからを考えるとともに、今後

「アンコールモデル」として、他国の文化遺産の継承と活用、その人材育成への国際的取り組みは

どうあるべきかを考えるためのヒントを得られると期待しております。

最後になりましたが、本シンポジウム開催にあたり、ご尽力されました石澤良昭教授をはじめと

する皆さまに心から敬意を表します。
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基調講演

「アンコール・ワットを守るカンボジア人保存官たち」

カンボジア王国政府文化芸術大臣 

プーン・サコナ閣下

ご出席くださいました大使閣下、教授の皆

さま、さらに本日ここにお集まりくださいま

したすべての皆さま、ありがとうございま

す。私はカンボジア王国政府の文化芸術大臣

で、プーン・サコナです。今回日本へご招待

くださいました国際交流基金理事長の安藤裕

康様、同じく上智大学の佐久間理事長様に心

から御礼を申しあげます。

本日は、シンポジウムのテーマにあります

ように「よみがえれ、アンコール・ワット」

のとおり、私たちカンボジア人の専門官と保

存官が自分たちの手で修復工事を行っておりますことを、日本の皆さまにご報告に参りました。

内戦の終結（1993年）から約 25年、カンボジアの文化活動は復興いたしました。本日は私とと

もに 2017年に新しい世界遺産に登録されましたサンボー・プレイ・クック遺跡機構の総裁、それ

にアンコール・ワット遺跡のアプサラ機構の総裁、さらにアンコール・ワット西参道の現場を担当

しております保存官たち５名がそろって、このアンコール・ワット西参道の報告シンポジウムのた

めに、上智大学へ参りました。

この国際シンポジウムでは、両国の専門家で構成する「アンコール・ワット西参道修復技術交流

研修委員会」が中心となって推進する西参道修復工事について、両国の現場責任者が世界に向けて

修復工事の現状を発表いたします。

まずは開催にあたり、25年以上に渡りアンコール・ワット西参道修復とカンボジア人専門家の

養成に尽力されてきた石澤良昭先生と上智大学アンコール遺跡国際調査団の皆さまに、感謝を申し

あげます。またこの西参道修復をご推進くださいました元理事長の髙祖敏明先生、修復技術のアド

バイザー平山善吉先生に御礼を申しあげます。この３名の日本人専門家のみなさんは昨年 12月に

長年の文化貢献に対して、カンボジア王国政府はその業績をたたえ勲章を授与いたしました。

私事ではありますが、私の義父はもと文化情報大臣（1981-1990）で名前を、チェン・ポンとい

います。チェン・ポンは、光栄にも 1997年、福岡市において、「福岡アジア文化賞」を受賞いたし

ました。その受賞理由は「カンボジア王国の有形・無形文化財の保存を推進する王立芸術大学を

カンボジア王国政府文化芸術省　プーン・サコナ大
臣閣下による基調講演
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1989年に再開し、若い専門家の指導育成に大きく貢献したこと」でした。当時の王立芸術大学で

は専門の講義を担当するカンボジア人教授がほとんど行方不明になっていたのです。それで調査団

の先生方にはプノンペンで途中下車して大学の専門分野の授業を約 10年間にわたり担当いただき

ました。本日のシンポジウムで発表するリー・ヴァンナ博士（アプサラ機構遺跡局長）や通訳のニ

ム・ソテイーヴン博士（アジア人材養成研究センター研究員）は、それぞれ王立芸大での受講生の

一人でした。そして受講生の中から上智大学大学院に留学し、７名が博士号取得、11名が修士号

を取得しました。彼らは現在、遺跡保存・修復などで大活躍をしています。

さて、カンボジアと日本は昨年友好 65周年を迎えました。私たちカンボジア文化芸術省は義父

のチェン・ポン大臣以来、上智大学と 30年あまりにわたり、アンコール・ワットの保存・修復・

研究・人材養成の活動を通じて強固な信頼関係を結んできました。両者の基本的な立場は「アン

コール・ワットの協力は人と人との協力」であり、文化遺産の保存と修復の活動は、肌の色、言葉

の壁を突き破り、国境のない信頼関係に立脚しています。本日の国際シンポジウムが両国の新たな

一歩の積み重ねとなりますよう、活発な議論を期待いたします。

そしてこの共同修復工事が、2020年に無事完成し、本日お集まりの皆さまと再び喜びを分かち

あえますよう希望いたします。皆さまには、西参道修復工事をお見守りいただくと同時に、引き続

きのご理解とご協力をお願いいたします。

最後になりますが、カンボジアは文化遺産大国です。たくさんの大小の遺跡が国内にあり、例え

ば、プノンペンの近くには７世紀の「サンボー・プレイ・クック都城」があります。先ほど申し上

げましたように、本日はその遺跡を管理、保存、修復する総裁が同席しております。とても素晴ら

しい遺跡です。今日の国際シンポジウム開催にあたり、ご協力くださったすべての講演者、ご参加

くださいました皆さま、そして関係者の皆さまにもう一度深く感謝を申し上げます。日本の皆さま

とともに、アンコール・ワットをはじめとする豊かな文化遺産を通じた両国の国際交流がより深化

し、発展していくことを期待して、私の基調講演を終えます。ご清聴ありがとうございました。

サコナ大臣歓迎レセプション会場（写真：アプサラ機構提供）サコナ大臣閣下から銀皿を拝受する石澤教授
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【プーン・サコナ大臣スピーチ】



23



24



25

第一工区第二工区
第三工区






